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一票で変える女たちの会

かわらばん
第14号　2017年 4月 23日

国会審議始まる……“共謀罪”とレーン ･宮沢事件

基地はアメリカの防波堤……三上智恵監督『標的の島－風かたか」

ウィメンズマーチ 3・8に参加して

市民と野党をつなぐ会＠東京（つなぐ会）第 3信

笠間市にて「東海第二原発再稼働を考える会」発足

二
〇
一
七
年
三
月

二
〇
一
七
年
三
月
九
日
朝
日
新
聞
の

ザ
・
コ
ラ
ム
「
自
由
・
人
権
と
国
家　

不

都
合
な
真
実
に
牙
む
く
権
力
」（
駒
野
剛
）

に
目
が
と
ま
り
、切
り
抜
い
た
。︹
敬
称
略
。

以
下
同
︺

こ
こ
で
は
、
一
九
四
一
年
の
レ
ー
ン
・

宮
沢
事
件
と
、
一
九
七
二
年
沖
縄
返
還
時

日
米
協
定
の
密
約
の
存
在
を
取
材
し
た
西

山
太
吉
が
国
家
公
務
員
法
違
反
で
起
訴
さ

れ
た
件
（
二
〇
〇
〇
年
に
米
国
立
公
文
書

館
の
情
報
公
開
で
密
約
の
存
在
は
明
ら
か

に
な
っ
た
）
で
の
新
聞
人
の
対
応
を
ふ
り

返
り
、
現
在
共
謀
罪
の
趣
旨
を
盛
っ
た
法

律
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
状
況
で

新
聞
人
の
責
任
を
自
戒
し
て
い
た
。

　

密
約
の
件
は
、
山
崎
豊
子
原
作
の
﹃
運

命
の
人
﹄
が
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
記
憶
す
る
人
は
多
い
。
し
か
し
レ
ー

ン
・
宮
沢
事
件
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら

れ
ず
、
私
も
内
容
は
知
ら
ず
、
調
べ
よ
う

と
思
っ
た
。
そ
こ
に
全
く
思
い
が
け
ず
友

人
が
「
レ
ー
ン
・
宮
沢
事
件
～
も
う
ひ
と

つ
の
一
二
月
八
日
～
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
秋
元

健
一
監
督　

一
九
九
三
年
ビ
デ
オ
プ
レ
ス

制
作　

五
〇
分
、
左
上
写
真
）
を
送
っ
て

下
さ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
見
る
人
の
た
め
に

内
容
の
詳
細
は
省
く
が
、「
共
謀
罪
」
の

趣
旨
を
盛
る
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
改
正
案

が
審
議
さ
れ
る
現
在
の
私
た
ち
に
多
く
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
　
真
珠
湾
攻
撃

と
同
じ
日
に
…
…

　

一
九
三
〇
年
代
か
ら
北
海
道
大
学
に
は

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
か

ら
招
か
れ
て
い
た
教
師
が
い
た
。
そ
の
教

師
と
学
生
が
授
業
以
外
で
も
交
流
す
る
場

が
あ
り
（
一
九
三
九
年
発
会
の
「
心
の

会
」）、
と
も
に
旅
行
等
も
し
て
い
た
。
そ

れ
が
突
然
一
九
四
一
年
一
二
月
八
日
ア
メ

リ
カ
人
教
師
レ
ー
ン
夫
妻
と
学
生
の
宮
沢

国
会
審
議
始
ま
る
…
…　

〝
共
謀
罪
〟
と

レ
ー
ン
・
宮
沢
事
件
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弘
幸
ほ
か
四
人
計
七
人
が
「
軍
機
保
護
法

違
反
」
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
後
に

検
挙
さ
れ
た
三
人
を
含
む
一
〇
人
の
う
ち

六
人
が
有
罪
と
な
っ
た
。
宮
沢
弘
幸
は
、

〝
旅
行
な
ど
で
見
聞
し
た
こ
と
を
レ
ー
ン

夫
妻
に
漏
洩
し
た
〟
な
ど
が
理
由
と
さ
れ

た
が
、
そ
れ
ら
は
す
で
に
外
国
に
も
知
ら

れ
て
い
た
よ
う
な
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
根
室
の
海

軍
飛
行
場
の
存
在
は
有
名
な
リ
ン
ド
バ
ー

グ
が
着
陸
し
た
と
き
新
聞
に
大
き
く
報
じ

ら
れ
、
公
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
ら
の
主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
ハ

ロ
ル
ド
・
レ
ー
ン
と
宮
沢
弘
幸
に
は
懲
役

一
五
年
、
ポ
ー
リ
ン
・
レ
ー
ン
に
は
懲
役

一
二
年
の
判
決
が
下
っ
た
。
冤
罪
に
も
か

か
わ
ら
ず
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
次
ぐ
重
い
刑
で

あ
っ
た
。
宮
沢
弘
幸
は
広
い
視
野
に
立
ち

国
家
の
方
向
を
考
え
る
、
む
し
ろ
愛
国
青

年
と
も
言
う
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
が

…
…
。

　

そ
の
後
一
九
四
三
年
レ
ー
ン
夫
妻
は
ア

メ
リ
カ
に
送
還
さ
れ
た
（
そ
の
事
情
に

つ
い
て
は
刑
務
所
の
記
録
は
廃
棄
さ
れ

不
明
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
拘
束
さ
れ
た

日
本
人
ス
パ
イ
と
交
換
の
可
能
性
が
あ

る
）。
宮
沢
弘
幸
は
網
走
刑
務
所
で
服
役
、

一
九
四
五
年
一
〇
月
に
釈
放
さ
れ
た
が
、

獄
中
で
か
か
っ
た
肺
結
核
が
癒
え
る
こ

と
な
く
一
九
四
七
年
二
月
亡
く
な
っ
た
。

二
七
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
一
年
レ
ー
ン
夫
妻
は
再
び
北
大

に
招
か
れ
た
。
来
日
し
た
レ
ー
ン
夫
妻
は

真
っ
先
に
宮
沢
弘
幸
を
弔
う
た
め
花
束
を

持
っ
て
宮
沢
家
を
訪
れ
た
が
、
息
子
の
死

は
夫
妻
に
責
任
が
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い

た
弘
幸
の
母
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
後
北
大
で
レ
ー
ン
夫
妻
は
教
鞭
を
執

っ
た
が
事
件
に
つ
い
て
は
語
る
こ
と
な

く
、
一
九
六
三
年
に
ハ
ロ
ル
ド
・
レ
ー
ン
、

一
九
六
六
年
に
ポ
ー
リ
ン
・
レ
ー
ン
が
死

亡
。
札
幌
の
墓
に
眠
る
。

一
九
八
六
年
頃
～
一
九
九
三
年

　

以
上
の
事
実
は
長
ら
く
知
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
取
材
し
た
朝
日
新
聞
の
藪

下
編
集
委
員
の
語
る
「
治
安
維
持
法
の
被

害
者
は
戦
後
、
あ
る
意
味
で
愛
国
者
と
し

て
胸
を
張
っ
て
証
言
し
た
が
、
国
家
秘
密

法
の
被
害
者
は
売
国
奴
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
て
当
事
者
も
家
族
も
口
を
つ
ぐ

み
、
所
在
す
ら
わ
か
ら
ず
、
証
言
者
を
探

す
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
」︹
筆
者
要

約
︺
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
漸
く
宮
沢
弘
幸
の
唯
一
人

の
遺
族
で
あ
る
妹
の
秋
間
美
江
子
が
証
言

を
決
意
す
る
に
至
り
、
少
し
ず
つ
真
相
が

明
ら
か
に
な
り
、
一
九
八
七
年
に
上
田
誠

吉
弁
護
士
の
﹃
あ
る
北
大
生
の
受
難
～
国

家
秘
密
法
の
爪
痕
﹄（
朝
日
新
聞
社
）
が

出
版
さ
れ
た
。

　

一
九
八
五
年
か
ら
自
民
党
が
立
法
し
よ

う
と
し
て
い
た
国
家
秘
密
法
案
、
ス
パ
イ

防
止
法
案
に
対
し
て
札
幌
弁
護
士
会
が
中

心
に
な
っ
て
何
回
か
集
会
を
開
い
た
。
そ

こ
に
は
秋
間
美
江
子
夫
妻
も
ア
メ
リ
カ
か

ら
来
て
「
私
た
ち
の
よ
う
な
家
族
を
作
ら

な
い
で
。
こ
れ
か
ら
の
人
は
頑
張
っ
て
」

と
訴
え
た
。
一
九
八
七
年
国
家
秘
密
法
案

は
提
出
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

　

一
九
九
三
年
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
レ
ー
ン
・
宮
沢
事
件
～
も
う
ひ
と
つ
の

一
二
月
八
日
～
」
が
制
作
さ
れ
た
。

再
び
二
〇
一
七
年

　

二
〇
一
三
年
一
二
月
に
は
特
定
秘
密
保

護
法
が
制
定
さ
れ
（
そ
の
兆
候
へ
の
危
機

感
か
ら
同
年
四
月
に
﹃
あ
る
北
大
生
の
受

難
～
国
家
秘
密
法
の
爪
痕
﹄
が
花
伝
社
か

ら
復
刊
さ
れ
て
い
る
）、
二
〇
一
五
年
に

は
憲
法
違
反
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
の
安
保

法
制
強
行
制
定
、
そ
し
て
今
、
テ
ロ
に
対

応
す
る
た
め
と
し
て
（
テ
ロ
に
不
安
を
感

じ
る
市
民
に
煙
幕
を
張
る
よ
う
に
し
な
が

ら
）
こ
れ
ま
で
三
回
廃
案
に
な
っ
た
共
謀

罪
が
審
議
入
り
し
て
い
る
。

伝
統
的
に
犯
罪
は
実
行
さ
れ
た「
行
為
」

が
処
罰
さ
れ
る
が
、
こ
の
法
律
で
は
共
謀

や
準
備
が
取
り
締
ま
ら
れ
る
。
ま
た
、
捜

査
機
関
の
恣
意
的
な
判
断
が
入
る
余
地
が

あ
り
、
一
般
市
民
も
監
視
さ
れ
る
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を
抱
く
人

た
ち
は
少
な
く
な
い
。
上
記
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

送
っ
て
く
れ
た
音
楽
仲
間
の
友
人
も
、
キ

リ
ス
ト
教
会
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
こ
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
受
け
取
り
視
聴
し
て
感
動
し
、

「
共
有
し
た
い
」
と
私
に
も
送
っ
て
下
さ

っ
た
の
だ
っ
た
。
私
も
「
共
有
し
た
い
」

と
友
人
知
人
に
次
々
と
手
紙
を
書
き
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
本
を
送
っ
て
い
る
。
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
共
謀
罪
の
成
立

阻
止
に
つ
な
げ
た
い
。

（
伊
東　

輝
）
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「﹃
標
的
の
島
﹄
と
は
、
沖
縄
の
こ
と

で
は
な
い
ん
で
す
。
日
本
と
い
う
島
。
今

や
日
本
全
体
が
ア
メ
リ
カ
の
〝
防
波
堤
〟

（
風か
じ
か
た
か
）
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

沖
縄
に
い
る
か
ら
こ
そ
わ
か
る
危
機
を
伝

え
た
い
。
一
方
で
日
本
は
、
七
二
年
前
の

沖
縄
戦
同
様
沖
縄
を
防
波
堤
に
し
て
安
心

を
得
よ
う
と
し
て
い
る
」

三
上
監
督
が
語
る
言
葉
は
物
凄
い
ス

ピ
ー
ド
で
現
実
味
を
お
び
て
き
て
い
る
。

四
月
六
日
ア
メ
リ
カ
は
シ
リ
ア
に
五
九
発

の
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
一
三
日
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
、
最
大
級
の
破
壊
力
を
持
つ

大
規
模
爆
風
爆
弾
を
投
下
し
た
。

朝
鮮
半
島
近
海
に
原
子
力
空
母
を
移

動
さ
せ
た
。
北
朝
鮮
に
対
し
て
軍
事
行
動

に
出
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
現
実

的
に
な
っ
て
い
る
。
北
朝
鮮
は
ア
メ
リ
カ

の
軍
事
施
設
を
攻
撃
す
る
と
言
う
。
ア
メ

リ
カ
の
軍
事
施
設
と
は
日
本
列
島
、
と
り

わ
け
沖
縄
に
あ
る
米
軍
基
地
だ
。

沖
縄
の
人
々
が
再
び
自
分
た
ち
が
標

的
に
な
る
こ
と
を
拒
否
し
、
厳
し
い
抵
抗

が
続
く
様
子
を
映
画
「
標
的
の
島
、
風か
じ
か

た
か
」
は
伝
え
る
。
辺
野
古
、
高
江
、
さ

ら
に
宮
古
島
、
石
垣
島
で
の
ミ
サ
イ
ル
基

地
建
設
と
自
衛
隊
配
備
が
日
本
列
島
を
防

波
堤
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
新
戦
略
の
た
め

で
あ
り
、
日
本
を
守
る
た
め
で
は
な
い
こ

と
を
伝
え
る
。
基
地
が
あ
れ
ば
標
的
に
な

る
こ
と
を
誰
よ
り
も
よ
く
知
っ
て
い
る
沖

縄
の
人
々
の
闘
う
姿
は
す
さ
ま
じ
い
。

五
ヵ
月
拘
束
さ
れ
て
先
日
釈
放
さ
れ

た
山
城
博
冶
さ
ん
が
身
を
挺
し
て
闘
い
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
姿
が
あ
る
。
山
城
さ
ん

は
映
画
の
公
開
数
日
前
に
保
釈
さ
れ
た

が
、
映
画
上
映
後
の
ト
ー
ク
で
三
上
さ
ん

が
直
接
山
城
さ
ん
と
話
し
た
こ
と
と
し
て

伝
え
た
言
葉
に
愕
然
と
し
た
。
保
釈
に
は

条
件
が
つ
き
、
決
め
ら
れ
た
一
〇
人
の
人

と
会
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
の
だ
。
共
謀
罪
を
想
起
し
て
恐

ろ
し
く
な
っ
た
。

映
画
の
中
で
二
つ
の
小
さ
な
場
面
が

印
象
に
残
っ
た
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
ぶ
高

江
の
森
の
木
の
上
か
ら
心
配
そ
う
に
見
下

ろ
す
小
さ
な
鳥
、
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
。
ヤ
ン
バ

ル
ク
イ
ナ
と
並
ん
で
絶
滅
危
惧
種
の
野

鳥
、
め
っ
た
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
鳥

だ
。
も
と
も
と
や
ん
ば
る
の
森
は
彼
ら
の

も
の
だ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
雨
の
中
で
男
女
二
人
の

若
者
が
じ
っ
と
見
つ
め
合
う
場
面
、
女
性

の
目
は
訴
え
て
い
る
。
目
を
そ
ら
す
こ
と

な
く
じ
っ
と
見
つ
め
返
し
て
い
る
機
動
隊

の
若
者
は
何
を
思
っ
て
い
る
の
か
。
ま
る

で
劇
映
画
の
一
場
面
の
よ
う
だ
っ
た
。

「
風か

じ

か
た
か
」
は
防
波
堤
の
こ
と
。「
沖

縄
の
人
々
は
自
分
た
ち
が
﹃
風か

じ

か
た
か
﹄

に
な
り
大
切
な
自
然
、
文
化
、
土
地
を
子

孫
へ
と
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
強
い
思
い
で
闘
っ
て
い
る
」
と
い
う

三
上
監
督
の
言
葉
を
、
怒
り
、
悲
し
み
な

が
ら
も
三
線
の
音
色
と
と
も
に
、
笑
顔
で

エ
イ
サ
ー
、
バ
ー
ン
ト
ウ
、
ア
ン
ガ
マ
を

歌
い
、
踊
る
人
々
の
力
強
い
姿
か
ら
し
っ

か
り
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
坂
元
良
江
）

　

基
地
は
ア
メ
リ
カ
の
防
波
堤

三
上
智
恵
監
督
作
品

 ﹁
標
的
の
島　

風か
じ

か
た
か
﹂

全国で順次公開中。
公式サイト　http://hyotekinoshima.com/　の劇場情
報をご覧ください。
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ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ー
チ
３
・
８
に

参
加
し
て

今
年
の
一
月
二
一
日
、
ト
ラ
ン
プ
新

大
統
領
に
抗
議
す
る
女
性
た
ち
の
大
規
模

な
行
動w

om
en ,s�m

arch
が
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
で
五
〇
万
人
に
も
上
る
参
加
者
が

結
集
し
て
行
わ
れ
た
。
全
米
で
は
百
万
人

規
模
、
ま
た
そ
れ
は
全
世
界
に
波
及
し
て

ア
ジ
ア
、
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
も

多
く
の
女
性
た
ち
が
性
差
別
へ
の
怒
り
、

移
民
へ
の
差
別
と
偏
見
へ
の
抵
抗
、
あ
る

い
はO

ur�Bodies�O
urselves

（
私
の

体
は
私
の
も
の
）
と
い
う
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
フ
リ
ー
ダ
ム
を
掲
げ
て
行
進
し

た
。
グ
ロ
リ
ア
・
ス
タ
イ
ネ
ム
、
ア
ン
ジ

ェ
ラ
・
デ
ー
ビ
ス
、
マ
ド
ン
ナ
、
ア
リ
シ

ア･

キ
ー
ズ
、
オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
、
ウ
ー
ピ

ー
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
な
ど
、
多
数
の
フ

ェ
ミ
ニ
ス
ト
、
歌
手
、
女
優
が
力
強
い
ア

ピ
ー
ル
を
発
信
し
、
行
進
を
牽
引
し
盛
り

上
げ
た
。
そ
の
規
模
と
と
も
に
、
多
彩
な

プ
ラ
カ
ー
ド
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

五
〇
年
以
上
に
わ
た
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の

歴
史
、
公
民
権
運
動
の
歴
史
が
垣
間
見
え

て
、
女
性
初
の
大
統
領
誕
生
は
実
現
し
な

か
っ
た
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
た

ち
、
民
衆
は
負
け
て
い
な
い
、
こ
の
国
で

は
民
主
主
義
が
根
づ
い
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
そ

のw
om
en ,s�m

arch
の
主
催
団
体
が
今

度
は
三
月
八
日
の
国
際
女
性
デ
ー
に
「A�

D
ay�w

ithout�a�w
om
an

」
と
銘
打
っ

て
女
性
が
労
働
を
放
棄
す
る
形
で
抗
議
の

意
思
を
示
そ
う
と
呼
び
か
け
て
い
た
。
日

本
で
も
こ
の
機
会
に
何
か
イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
て
い
な
い
か
と
探
し
て
み
た
と
こ

ろ
「
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ー
チ
東
京
」
が
開
催

さ
れ
る
と
い
う
の
で
、
参
議
院
議
員
会
館

の
院
内
集
会
と
夕
方
か
ら
の
デ
モ
に
参
加

し
て
み
た
。

院
内
集
会
は
平
日
の
昼
間
と
い
う
こ

と
も
あ
り
一
〇
〇
名
ほ
ど
の
参
加
者
で
、

ま
ず
は
福
島
瑞
穂
議
員
を
は
じ
め
、
共
産

党
の
斎
藤
和
子
、
池
内
さ
お
り
議
員
、
沖

縄
の
風
の
糸
数
慶
子
議
員
な
ど
が
こ
の
日

に
寄
せ
た
力
強
い
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

続
い
て
実
行
委
の
ア
ジ
ア
女
性
資
料
セ
ン

タ
ー
の
あ
い
さ
つ
を
皮
切
り
に
、
婦
人
保

護
施
設
か
ら
の
報
告
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
と
し

て
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
て
い
る
女
性
の

話
、
女
性
と
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ポ
ル

ノ
被
害
と
性
暴
力
を
考
え
る
会
や
性
暴
力

被
害
当
事
者
か
ら
の
発
言
が
あ
り
、
ま
た

現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
親
子
断
絶
防

止
法
案
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
弁
護
士
か

ら
説
明
が
あ
っ
た
。
集
会
の
中
心
テ
ー
マ

は
性
暴
力
被
害
で
あ
り
、
こ
れ
は
い
う
ま

で
も
な
く
重
要
な
問
題
で
あ
っ
て
ど
の
報

告
も
多
く
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
話

だ
っ
た
が
、
欲
を
言
え
ば
、
国
際
女
性
デ

ー
と
い
う
女
性
全
体
の
闘
い
を
包
括
す
る

大
き
な
催
し
な
の
だ
か
ら
、
女
性
の
貧
困

と
労
働
を
め
ぐ
る
問
題
、
あ
る
い
は
女
性

た
ち
が
提
起
し
た
「
女
た
ち
の
安
保
法
制

違
憲
訴
訟
」
か
ら
の
報
告
な
ど
も
あ
れ
ば

よ
り
広
が
り
を
も
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

話
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
共
産

党
の
池
内
議
員
の
故
郷
・
愛
媛
で
の
体

験
だ
。
彼
女
は
三
四
歳
と
い
う
若
さ
だ

が
、
故
郷
で
は
い
ま
だ
に
女
は
で
し
ゃ
ば

る
な
、
男
の
三
歩
後
を
歩
け
と
強
制
さ
れ

る
風
土
で
、
親
族
の
女
た
ち
は
み
な
隠
れ

て
泣
い
て
い
た
。
自
分
も
大
き
く
な
っ
た

ら
男
の
三
歩
後
を
歩
く
よ
う
な
人
生
し
か

な
い
の
か
と
あ
き
ら
め
の
気
持
ち
だ
っ
た

が
、
東
京
へ
出
て
み
る
と
ま
っ
た
く
違
う

生
き
方
を
し
て
い
る
女
性
た
ち
が
い
る
。

私
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言
葉
に
本
当
に

勇
気
づ
け
ら
れ
た
と
。

集
会
後
は
夜
の
青
山
～
渋
谷
を
思
い

思
い
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
歩
い
た
。

沿
道
か
ら
飛
び
入
り
参
加
し
て
く
れ
た
外

国
人
も
現
わ
れ
、
総
勢
三
〇
〇
人
と
人
数

は
少
な
か
っ
た
が
、
日
本
で
も
こ
の
記
念

す
べ
き
日
に
マ
ー
チ
が
実
現
で
き
た
こ
と

は
よ
か
っ
た
と
思
う
。
た
だ
、
マ
ー
チ
で

の
「
私
の
も
や
も
や
声
に
出
そ
う
」「
私

の
し
ん
ど
さ
声
に
出
そ
う
」「
女
が
生
き

る
の
マ
ジ
で
つ
ら
い
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
あ
ま
り
に
も
内
向
き
で
お
と
な
し
い

し
、
パ
ワ
ー
や
高
揚
感
を
感
じ
ら
れ
な
か

っ
た
。
今
の
日
本
の
女
性
が
置
か
れ
た
、

「
貧
困
の
中
の
逼
塞
」
と
い
う
状
況
を
表

し
て
い
た
よ
う
な
気
も
す
る
。

　

国
際
女
性
デ
ー
を
祝
い
、
大
き
な
歴
史

の
流
れ
の
中
の
女
性
の
位
置
づ
け
や
世
界

的
な
女
性
の
連
帯
（
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド
）

を
謳
う
「
女
の
一
日
」
の
高
揚
感
が
ほ
し

か
っ
た
。
自
戒
を
込
め
て
、
来
年
の
3
・
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は
も
っ
と
女
性
の
パ
ワ
ー
が
み
な
ぎ
る

元
気
炸
裂
の
女
の
祭
り
に
し
た
い
と
思
っ

た
。

　

な
お
、
一
月
二
一
日
の
ワ
シ
ン
ト
ン

w
om
en ,s�m

arch

に
お
け
る
グ
ロ
リ

ア
・
ス
タ
イ
ネ
ム
の
ス
ピ
ー
チ
を
一
票
の

会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
道
下
匡
子
さ
ん
が

翻
訳
し
た
文
を
会
の
「
か
わ
ら
ば
ん
」
か

ら
３
・８
用
ち
ら
し
と
し
て
抜
き
刷
り
し
、

当
日
の
院
内
集
会
と
マ
ー
チ
後
の
集
会
で

配
布
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
山
千
津
子
）

★
集
会
報
告

　

第
二
信
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
「
市
民

と
野
党
が
大
集
合
！
（
東
京
衆
議
院
二
五

選
挙
区
）」
が
三
月
一
三
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
そ
の
報
告
で

す
。

　

当
日
は
、
多
忙
の
な
か
、
野
党
各
党
の

代
表
ほ
か
、
衆
議
院
予
定
候
補
者
四
二
名

が
出
席
さ
れ
、
参
加
者
は
四
七
〇
名
（
当

初
予
定
し
て
い
た
衆
議
院
会
館
の
第
一
会

場
は
三
〇
〇
名
で
満
席
に
な
り
、
参
議
院

会
館
に
第
二
会
場
を
設
置
）
と
い
う
盛
況

で
、
東
京
に
お
け
る
「
市
民
と
野
党
の
共

闘
の
流
れ
を
可
視
化
す
る
」
と
い
う
、
集

会
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
！

　

野
党
候
補
者
が
選
挙
区
ご
と
に
並
ん
で

勢
い
よ
く
手
を
挙
げ
、
そ
の
候
補
者
達
に

向
か
っ
て
、
大
勢
の
市
民
が
、
彼
ら
を
嵐

の
よ
う
な
拍
手
で
迎
え
る
光
景
は
、
胸
に

グ
ッ
と
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
党
代
表
と
し
て
お
招
き
し
た
長
妻
昭

衆
議
院
議
員
（
民
進
党
東
京
都
連
会
長
代
行
）、

小
池
晃
参
議
院
議
員
（
日
本
共
産
党
書
記
局

長
）を
は
じ
め
糸
数
慶
子
参
議
院
議
員（
沖

縄
の
風
）、
山
本
太
郎
参
議
院
議
員
（
自
由

党
共
同
代
表
）
の
挨
拶
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
は
あ
る
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ク
で
そ
し

て
力
の
籠
っ
た
も
の
で
し
た
。
残
念
な
が

ら
福
島
瑞
穂
参
議
院
議
員
（
社
民
党
副
党

首
）
は
、
あ
い
に
く
国
会
で
質
問
中
の
た

め
、
欠
席
と
な
り
ま
し
た
が
…
…
。
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
代
表
し
て
挨
拶
さ
れ

た
山
内
れ
い
子
都
議
会
議
員
か
ら
も
目
を

見
張
る
よ
う
な
力
強
い
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

市
民
の
側
か
ら
の
連
帯
の
挨
拶
と
し

て
、
広
渡
清
吾
東
大
名
誉
教
授
（
市
民
連

合
、
学
者
の
会
、
元
日
本
学
術
会
議
会
長
）、

藤
野
正
和
（
日
教
組
都
高
教
委
員
長
）、
喜
入

肇
（
東
京
自
治
労
連
書
記
長
）、武
田
隆
雄
（
宗

教
者
平
和
ネ
ッ
ト
幹
事
、
日
蓮
宗
日
本
山
妙
法

寺
僧
侶
）
の
方
々
、
な
か
で
も
平
田
信
吾

（
創
価
学
会
、
創
価
大
学
有
志
）
の
挨
拶
に
は
、

ひ
と
き
わ
大
き
い
拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
東
京
二
五
選
挙
区
各
地
か
ら

一
九
の
地
域
市
民
組
織
の
代
表
者
が
挨

拶
。
各
選
挙
区
で
の
「
野
党
必
勝
」
を
期

し
て
の
取
組
み
や
、
政
党
と
の
政
策
協
定

の
締
結
な
ど
の
活
動
報
告
、
連
帯
の
呼
び

か
け
や
、
選
挙
必
勝
の
意
思
表
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉
・
神
奈
川
・
埼

玉
の
市
民
団
体
の
方
々
か
ら
も
連
帯
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
！

市
民
と
野
党
を

つ
な
ぐ
会
＠
東
京
︵
つ
な
ぐ
会
︶

第
三
信

つなぐ会ホームページ　https://tunagu2.jimdo.com
動画：https://www.youtube.com/watch?time_continue=53&v=Gd5ja1v8nmA
https://youtu.be/zHewK1xXdIQ? （１時間 57分）
https://www.facebook.com/atfuchu/videos/1476588429040113/（10分、ふちゅう市民連合 FB）
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こ
の
集
会
が
全
国
各
地
で
の
市
民
に
よ

る
地
域
組
織
の
誕
生
の
契
機
と
な
り
、
市

民
と
野
党
と
の
連
帯
が
加
速
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

集
会
で
の
市
民
と
野
党
と
の
連
帯
の
様

子
が
一
目
で
き
る
写
真
や
動
画
、
会
の
詳

細
な
ど
は
、「
つ
な
ぐ
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
前
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
各
選
挙
区
の
市
民
活
動

　

三
月
一
三
日
の
「
市
民
と
野
党
、
大
集

合
」
の
集
会
を
経
て
、
市
民
と
野
党
の
協

働
を
進
め
る
市
民
組
織
の
結
成
が
相
次

ぎ
、
現
在
一
八
の
選
挙
区
で
市
民
団
体
が

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
近
県
千
葉
の
活
動
に
も
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

○�

三
月
二
五
日　
「
チ
ェ
ン
ジ
国
政
！　

板
橋
の
会
」
が
「
市
民
と
野
党
の
統
一

候
補
の
擁
立
を
め
ざ
し
て
、
住
民
の
集

い
」
開
催
、
総
勢
八
〇
名
参
加

○��

三
月
二
六
日　

千
葉
県
知
事
選
、「
新

し
い
知
事
を
選
ぶ
会
、
ち
ば
」
ほ
か
、

千
葉
県
内
で
四
〇
以
上
の
市
民
に
よ
る

勝
手
連
誕
生

○�

四
月
一
日　

千
葉
「
四
区
船
橋
市
民
の

会
」
発
足
集
会
、東
京
五
区
・
六
区
「
市

民
連
合
め
ぐ
せ
た
」
一
周
年
記
念
集
会

○�

四
月
二
日　

東
京
九
区
「
ね
り
せ
ん
」

〝
桜
咲
け
、
共
同
街
宣
〟

○�

四
月
三
日　

昭
島
で
「
市
民
と
野
党
の

共
闘
」
を
語
る
昭
島
市
民
の
会
呼
び
か

け
○�

四
月
一
一
日　
「
千
葉
県
市
民
連
合
」

県
内
一
三
の
小
選
挙
区
全
て
で
地
域
組

織
を
設
立
さ
せ
る
方
針
。
記
者
会
見

○�

四
月
一
二
日　
「
市
民
連
合
あ
だ
ち
」

結
成
総
会
の
第
四
回
準
備
会
開
催

○�

四
月
一
五
日　
「
千
葉
市
民
連
合
」
柏

市
な
ど
四
ヵ
所
で
地
域
市
民
組
織
設
立

集
会

○�

四
月
一
六
日　

第
六
回
「
つ
な
ぐ
会
」

開
催
（
中
野
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

　

ご
自
身
の
選
挙
区
で
の
市
民
組
織
を
知

り
た
い
方
は「
つ
な
ぐ
会
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
前
掲
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
各
市
民

組
織
の
連
絡
先
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
つ
な
ぐ
会
」
へ
の
参
加
や
、
ご
自
身

の
選
挙
区
の
市
民
団
体
へ
の
参
加
は
、
個

人
参
加
が
原
則
で
す
。
誰
で
も
、
無
条
件

に
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
方

も
遠
慮
な
く
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し

い
出
会
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

七
月
二
日
に
は
、
都
議
会
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。
衆
議
院
選
挙
も
近
い
か
？
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
選
挙
で
勝
た
ね
ば
、
民
意
は
政
治
に
反

映
で
き
ま
せ
ん
」

経
験
や
教
訓
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増
や
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
連
合
が
昨
年
一
二
月
九
日
に
提
案

し
て
い
た
「
市
民
連
合
が
実
現
を
目
指
す

政
策
」
に
関
す
る
、
野
党
四
党
の
考
え
方

が
発
表
さ
れ
、
そ
の
全
文
が
市
民
連
合
の

提
案
と
と
も
に
「
つ
な
ぐ
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
心
の

あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

　

今
後
の
「
つ
な
ぐ
会
」
関
係
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
、

○�

「
市
民
連
合
あ
だ
ち
」
結
成
総
会　

　

日
時　

四
月
二
七
日
（
木
）

	

一
八
時
三
〇
分
～
二
〇
時

　

会
場　

西
新
井
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

	
三
階
、
多
目
的
室
（
一
五
〇
名
）

　

交
通　

東
武
線
西
新
井
駅　

東
口
か
ら

　

徒
歩
三
分

問
合
せ
：
市
民
連
合
あ
だ
ち
事
務
局
（
吉

田
）

（
羽
立　

教
江
）

９条まもる

戦争
しな
い

『
一
票
で
変
え
る
女
た
ち
の
会
」
か
わ
ら
版

＊
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
を
利
用
さ
れ
な
い
方
に

は
印
刷
版
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

で
ご
覧
に
な
る
方
も
、
ぜ
ひ
印
刷
し
て
ご
友

人
・
知
人
の
方
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

★
投
稿
大
歓
迎
！　

本
や
映
画
の
紹
介
、
地
域
で
の
活
動
報
告
、

選
挙
や
地
域
の
政
治
の
動
き
、
情
報
、
ご
意
見
、

な
ん
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
一
本
に
つ
い

て
一
二
〇
〇
字
〜
一
六
〇
〇
字
）

宛
先
：1pyodekaeru@

gm
ail.com

郵
便
：
〒162-0823　

東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸
１
の
１

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
No.  

45

FAX

：03-5684-1412
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笠
間
市
に
て
﹁
東
海
第
二
原
発

再
稼
働
を
考
え
る
会
﹂
発
足
。

東
海
村
元
村
長
村
上
達
也
さ
ん

の
お
話
を
聴
く

　

春
う
ら
ら
の
今
朝
、
お
隣
か
ら
採
れ
た

て
の
わ
ら
び
を
両
手
に
い
っ
ぱ
い
、
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
隣
さ
ん
に
よ
る
と
、
福

島
の
原
発
事
故
い
ら
い
ワ
ラ
ビ
が
ピ
タ
ッ

と
出
な
く
な
り
、
去
年
か
ら
や
っ
と
収
穫

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　

こ
こ
は
東
海
村
か
ら
三
〇
キ
ロ
圏
内
の

茨
城
県
笠
間
市
。
い
ま
山
々
は
杉
や
檜
の

濃
い
緑
の
合
間
に
薄
萌
葱
色
の
若
葉
が
萌

え
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
桜
や
梅
の
淡
い
ピ

ン
ク
色
が
映
え
る
頃
で
す
。そ
う
い
え
ば
、

わ
ら
び
や
タ
ラ
の
芽
、
コ
ゴ
ミ
、
蕗
や
タ

ケ
ノ
コ
を
採
っ
て
あ
ま
り
汚
染
を
心
配
せ

ず
に
再
び
口
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
こ
の
二
，
三
年
で
す
。

　

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
Ｊ
Ｃ
Ｏ（
日
本
原
電
）

が
大
震
災
で
停
止
し
た
東
海
第
二
原
発
再

稼
働
の
申
請
を
、
県
と
東
海
村
の
合
意
の

み
で
出
す
と
い
う
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
住
民
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
寝
耳
に

水
の
話
で
す
。

　

再
稼
働
に
備
え
て
県
は
、
東
海
第
二
の

過
酷
事
故
を
想
定
し
た
広
域
避
難
計
画
の

た
め
隣
の
栃
木
県
の
小
山
市
な
ど
五
市
町

と
避
難
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

三
万
六
千
人
の
住
民
が
マ
イ
カ
ー
で
国
道

や
高
速
道
路
を
利
用
し
て
避
難
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
道
路
状
況
が

ど
う
な
る
の
か
、
避
難
場
所
は
ど
れ
だ
け

確
保
で
き
る
の
か
、
ま
だ
計
画
の
ツ
メ
は

ま
っ
た
く
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
福
島
県
か
ら
の
避
難
住
民
も
少

な
く
な
い
笠
間
市
の
、
有
志
の
人
び
と
が

急
遽
動
き
、「
東
海
第
二
原
発
再
稼
働
を

考
え
る
会
」
を
発
足
、
こ
の
四
月
一
六
日

に
村
上
達
也
東
海
村
元
村
長
の
話
を
聞
く

会
を
開
き
ま
し
た
。
多
く
の
人
に
呼
び
か

け
る
た
め
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
新

聞
折
り
込
み
な
ど
行
い
、
当
日
は
二
二
〇

人
余
り
が
公
民
館
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

脱
原
発
を
唱
え
る
村
上
さ
ん
は
、
か
つ

て
は
原
発
推
進
の
立
場
で
し
た
。
し
か
し

九
九
年
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
な
ど
で
安
全

性
へ
の
疑
問
を
強
く
し
、
さ
ら
に
３
・
11

の
さ
い
「
背
筋
の
凍
る
思
い
を
し
て
」
決

定
的
に
立
場
を
変
え
た
そ
う
で
す
。
こ
の

日
、
津
波
が
あ
と
四
〇
セ
ン
チ
高
か
っ
た

ら
、東
海
第
二
原
発
の
全
電
源
は
壊
滅
し
、

冷
却
水
を
送
る
こ
と
が
で
き
ず
、
福
島
同

様
の
過
酷
事
故
が
起
き
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
と
Ｊ
Ｃ
Ｏ
も
認
め
て
い
ま
す
。

　

東
海
第
二
原
発
は
今
年
一
一
月
末
で
運

転
四
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
老
朽
化
し
、
震

災
で
被
害
を
受
け
た
と
い
う
の
に
、
さ
ら

に
二
〇
年
延
長
さ
せ
る
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
三
〇
キ
ロ
圏
内
に
は
笠
間
市
を
含

め
、約
九
六
万
人
の
住
民
が
い
ま
す
。い
っ

た
ん
事
故
が
起
き
た
ら
、
こ
れ
だ
け
の
人

び
と
は
ど
こ
に
逃
げ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
地
図
で
一
目
瞭
然
の
よ
う
に
、
避

難
協
定
を
結
ん
だ
地
域
に
も
放
射
能
を
運

ぶ
風
に
お
そ
わ
れ
る
可
能
性
大
で
、
避
難

計
画
な
ど
「
ま
っ
た
く
意
味
が
な
い
」（
村

上
さ
ん
）
の
で
す
。

　

会
の
最
後
に
一
人
の
若
い
父
親
が
登
壇

し
、
笠
間
市
議
会
に
延
長
の
申
請
を
原
子

力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
い
よ
う
誓
願

署
名
を
集
め
た
い
と
提
案
、
大
き
な
拍
手

で
賛
同
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
感
想
に

「
Ｎ
Ｏ
を
言
う
勇
気
を
持
ち
た
い
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
胸

に
、
署
名
集
め
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
み
つ
い
ふ
み
よ
）

　

笠間市が避難協定を結んだ５市町


